
 

最後最後最後最後のののの幕臣幕臣幕臣幕臣    小栗上野介小栗上野介小栗上野介小栗上野介    

～東善寺住職が語る小栗上野介の真実～ 

無料無料無料無料モニターツアーモニターツアーモニターツアーモニターツアー参加者募集参加者募集参加者募集参加者募集    

    

    

    

◆◆◆◆    小栗上野介小栗上野介小栗上野介小栗上野介                                                                            ■■■■ポウハタンポウハタンポウハタンポウハタン号号号号    小栗上野介小栗上野介小栗上野介小栗上野介らららら遣米使節一行遣米使節一行遣米使節一行遣米使節一行をををを    

アメリカアメリカアメリカアメリカへへへへ運運運運んだんだんだんだ米国軍艦米国軍艦米国軍艦米国軍艦        帆船模型帆船模型帆船模型帆船模型：：：：東善寺所蔵東善寺所蔵東善寺所蔵東善寺所蔵    

道子夫人道子夫人道子夫人道子夫人らららら一行一行一行一行のののの苦難苦難苦難苦難のののの逃避行路逃避行路逃避行路逃避行路    東善寺東善寺東善寺東善寺～～～～野反湖野反湖野反湖野反湖までをまでをまでをまでを訪訪訪訪れるれるれるれる。。。。 

    東善寺村上住職東善寺村上住職東善寺村上住職東善寺村上住職のののの講話講話講話講話でででで、、、、明明明明らかになるらかになるらかになるらかになる最後最後最後最後のののの幕臣幕臣幕臣幕臣    小栗上野介小栗上野介小栗上野介小栗上野介。。。。    

■小栗上野介(1827-1868) 

徳川家の旗本小栗家（神田駿河台）に生まれ、１８６０年（万延元年）34 歳の時、井伊大老の抜擢により日米修 

好通商条約批准の遣米使節（目付・監察）として、米艦ポウハタン号で渡米、さらに二隻の船を乗り継いで地球一 

周して帰国。その後の八年間幕政をささえ、日本の近代化を押し進めた。 

慶応四年三月、幕府から帰農許可を得て領地である権田村に移住。東善寺を仮住まいとして観音山に住宅建 

設を進める。６５日後の同年閏四月六日、西軍（明治新政府軍）のため罪なくして水沼河原で家臣三名とともに斬 

首される。翌七日、養子又一も高崎城内で家臣三名とともに斬首される。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

作家司馬遼太郎は、『明治という国家』の中で、日本近代化に尽くした小栗上野介の業績をたたえ、「明治の父」 

と語っている。 

上野介主従が西軍に捕らえられる前、上野介の頼みを受けた村役人中島三左衛門は村人で護衛隊を作り 

道子夫人、母堂邦子、又一の許嫁鉞子らを守って村を脱出した・・・・・。 

 

昼昼昼昼はははは隠隠隠隠れれれれ夜夜夜夜をををを歩歩歩歩くくくく    。。。。村人村人村人村人はははは夫人夫人夫人夫人らをらをらをらを支支支支ええええ小栗夫人小栗夫人小栗夫人小栗夫人のののの会津会津会津会津へのへのへのへの決死決死決死決死のののの脱出脱出脱出脱出をををを護衛護衛護衛護衛したしたしたした。。。。    

    

権田権田権田権田～～～～坂上坂上坂上坂上～～～～六合六合六合六合～～～～秋山郷秋山郷秋山郷秋山郷～～～～十日町十日町十日町十日町～～～～新潟新潟新潟新潟～～～～戦雲戦雲戦雲戦雲のののの会津会津会津会津へへへへ 



 

『『『『最後最後最後最後のののの幕臣幕臣幕臣幕臣    小栗上野介小栗上野介小栗上野介小栗上野介』』』』    無料無料無料無料    モニターツアーモニターツアーモニターツアーモニターツアー    

道道道道道道道道子子子子子子子子夫夫夫夫夫夫夫夫人人人人人人人人らららららららら一一一一一一一一行行行行行行行行のののののののの苦苦苦苦苦苦苦苦難難難難難難難難のののののののの逃逃逃逃逃逃逃逃避避避避避避避避行行行行行行行行路路路路路路路路        東東東東東東東東善善善善善善善善寺寺寺寺寺寺寺寺～～～～～～～～野野野野野野野野反反反反反反反反湖湖湖湖湖湖湖湖ままままままままででででででででをををををををを訪訪訪訪訪訪訪訪れれれれれれれれるるるるるるるる。。。。。。。。 

◆ 幕末の日本を近代化に導いた小栗上野介忠順の業績と明治維新に向けての小栗騒動。歴史に隠された謎が東善寺 

（小栗邸が完成するまでこの地で仮寓とした寺）住職 村上泰賢氏による講話で全て明らかになる。 

 モニターツアーでは、東善寺から野反湖までの道子夫人ら一行の逃避行路を辿り、140 年有余の時間をタイムスリ 

ップして、幕末の歴史の真実と命を顧みず護衛した村人の義の行ないを体感してください。 

■ 旅行出発日：２０１１年９月１７日（土）       ■参加費：無料 但し、昼食代及び拝観料等は個人出費となります。 

■ 募集人員：２５名（最少催行人員：１０名）               （現金により、現地にて直接お支払いください。） 

■ 集合場所：高崎駅東口新幹線改札口出たところ■行程等：日帰り 貸切バス利用（係り員が同行します。）  

日日日日    次次次次    行行行行                                                                程程程程                            

9 月 17 日（土） 

＝＝＝＝＝ 貸切バス移動 

（道子夫人ら一行の逃避行路 東善寺～野反湖を辿ります。） 

8：00 集合                    住職の講話  

高崎駅東口出発 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 東善寺（小栗上野介の寺） ＝＝＝ 

8:15 発                    9：25～11：15     

 

昼 食         案内       トイレ休憩         散 策 

満寿池  ＝＝＝＝＝万騎峠＝＝＝＝＝道の駅六合＝＝＝＝＝＝小栗清水 

11：20～12：10     12：45     13：20～13：40      14：05～14：25 

 

    休憩・散策                  特急草津 6 号 16：45 発  

＝＝＝ 野反湖（富士見峠）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝長野原草津口駅 

  14：50～15：20                     16：30 着  解散 

昼食場所（東善寺より車で

3 分）  満寿池 

☎０２７－３７８－２０３４ 

緑に囲まれた店内。ます

池があり、ます料理が楽し

める。電車を改造したお座

敷での食事ができる。 

 

※特急草津 6 号 16：45 発上野行き 上野 19：18 着 

・お申し込み： （申込締め切り ９月１２日（月） ファックスによりお申し込みください。 

宛先：中之条町観光協会 『最後の幕臣 小栗上野介』無料モニターツアー係 住所・氏名・電話番号・昼食予約 

メニュー を明記の上ファックスによりお申し込みください。 ﾌｧｯｸｽ番号 0279-75-6562   

①拝観料等（拝観料＋講話料）  １名様 500 円（こども料金は該当ありません。）  

東善寺ホームページ http://tozenzi.cside.com/index.htm 

②昼食代 食事処 満寿池での昼食となります。（名物の「ます重定食」希望の方は予約をお奨めします。） 

昼食時込み合いますので、食事予約ご希望の場合は、ツアー申込時に併せてお申し込みください。 

（詳しくは、満寿池ホームページをご覧下さい。）http://www12.wind.ne.jp/masuike/ 

③お客様都合によるキャンセルは、ツアー前日の営業時間内（８：３０～１７：１５）までに電話によりご連絡ください。 

④最終日程表は、当会より特に連絡のない場合、ご予約時のプラン記載内容をもって代えさせていただきます。 

⑤個人情報は、当該モニターツアーのみ利用し、他に利用いたしません。 

 

お問い合わせ：中之条町観光協会（中之条町役場内） ☎0279-75-2111（代表） 内線 132～134 



 

 

9 月頃の野反湖周辺 対岸の地蔵峠より秋山郷へ 

顕彰慰霊碑 烏川水沼河原 

東善寺境内 小栗公胸像 


